
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

令和2年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。
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2. 老朽化の状況

全体総括

令和2年度は経常収支比率が97.8％と3年連続で
100％を下回った。入院患者数は令和元年度と比
較して1,032人減少した。また外来患者数につい
ても令和元年度と比較して1,684人減少してい
る。これは対馬医療圏の北部地区の人口が減少し
ていること新型コロナウイルス感染症の蔓延が要
因と思われる。今後は入院及び外来患者増に結び
付けることが出来る健診業務を今以上に力を入れ
ていく。また、医療器械の保守委託や賃借の契約
を見直し経費削減に努めていきたい。
　そして、さらに地域へ継続的な医療を提供でき
るよう医師・看護師など医療スタッフの確保にも
力を入れていきたいと考える。
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Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は昨年に続き100％を下回った。
　入院収益について令和元年度と比較して④病床
利用率は4.6％減、⑤入院患者1人1日当たり収益
は313円増であった。これは処置料の増が要因で
ある。
　外来収益については令和元年度と比較して⑥外
来収益1人1日当たり収益は148円増加していた
が、これも処置料が伸びていることが要因であ
る。
　⑦職員給与費対医業収益比率について、令和元
年度と比較して1.1％上昇している。定期昇給及
び病休等のため年間を通して派遣看護師を雇用し
たためである。

2. 老朽化の状況について

H28 H29 H30 R01 R02 H28 R01 R02 当院は昭和59年度に建築されており、令和2年度末で
36年が経過する。建築当時の付属設備について更新せ
ずに減価償却が終了している設備（耐用年数が過ぎて
も使用している設備）が多いため、①有形固定資産減
価償却率が類似病院平均値より上回っている。
　器械備品についても、近年耐用年数が過ぎても使用
している備品が多いため②器械備品減価償却率も増加
傾向である。
　以上のような傾向から、今後故障や使用不能が発生
する危険性が増加することが考えられるため、設備や
器械備品の自主点検等をこまめに行い早めの対応を取
れる体制を構築するとともに、計画的に施設・設備や
器械備品の更新を行う必要がある。
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15.1 16.0 14.8 15.7 15.686.6 当該値

平均値 66.8 67.9 66.9 66.1 62.3平均値 107.2 114.4 117.0 118.8 136.0平均値 77.9 78.1 77.0 77.1 73.8平均値 98.4 98.2 97.5 97.7 100.7

当該値 68.7 72.7 66.7 58.3 53.7当該値 0.0 0.0 7.3 15.7 0.081.9 78.2 75.5 73.2当該値 103.2 102.6 98.0 94.3 97.8

Ⅰ 地域において担っている役割
対馬医療圏の北部地区唯一の地域病院として、救
急医療、急性期から慢性期にわたる医療及び、へ
き地医療を行っている。現在、訪問看護ステー
ション、通所リハビリテーションを併設し、在宅
医療を支援している。また対馬医療圏の中核病院
である対馬病院や長崎医療センター、九州大学病
院の協力を得て特別診療を提供している。さら
に、行政と連携し地域住民の予防接種や健診事業
も実施している。
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当該値 81.1

年度 - 年度 - 年度
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※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 5,554 第１種該当 - １０：１ 60

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

-

直営 14 - ド 透 訓 救 へ 輪 - - 60 【】

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 50床以上～100床未満 学術・研究機関出身 60

許可病床（合計） －

経営比較分析表（令和2年度決算）
長崎県長崎県病院企業団　上対馬病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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